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新型コロナウイルス感染症に対応する医療体制への支援と拡充について 

 

 今後の新型コロナウイルスの感染拡大リスクに備え、ＰＣＲ検査体制の充実や、医療提供

体制を確保するため、持続可能性を担保した未来志向型の支援制度を構築します。 

 

１ 感染症指定及び救急医療機関支援補助金（仮称）の創設 

                    

 

■目 的：本市における新型コロナウイルス感染症に対する医療提供体制の充実と維持を図

り、今後の感染拡大リスクに備えるため、感染症患者の受け入れを行う感染症指

定医療機関や、今後、市民のＰＣＲ検査等を行う救急病院に対する市独自の支援

を行う。 

 

■補助対象 

・感染症指定医療機関、感染疑い患者を受け入れＰＣＲ検査を行う救急病院 

 

■補助金額 

・病床数 99床以下 2000万円、100床以上 3000万円、以降 100床ごとに 1000万円を追加 

・新型コロナウイルス患者の入院受入れ医療機関への加算 1000万円 

 

 

２ ＰＣＲ検査体制の充実 

                    

 

■目 的：今後の感染拡大リスクに備え、唾液による検体採取やウォークスルー方式などに

加え、集団検査に対応できるよう、ＰＣＲ検査体制を拡充し、感染の拡大を最小

限に抑えるとともに、市民が安心して生活できる環境を整備する。 

 

■事業内容 

・ＰＣＲ検査センターのウォークスルー方式の導入に伴う施設や警備体制の整備 

・子どもが通う施設等での感染拡大防止のため、保健所が濃厚接触者としない方に対す

る市独自のＰＣＲ検査体制の整備 

 

■問い合わせ             
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補正額 １億７０００万円 

補正額  １９２５万円 


